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中国映画が注自を集めて久しし、。 1984年の《黄土地》を初めとするいわゆる

第5世代の監督たちの作品が，国際的映画質を次々と受賞したのは，記穏にな

お新しい。 1987年の第2回東京国際映画祭での《老井〉のグランプリ受賞，翌

1988年の第38回ベノレリン国際映画祭で《紅高梁》のグランプリ受賞と1989年の

{I挽鐙》の同銀熊賞(次席〉受賞。さらには1992年の 8月に第49回ベネチア国

捺映画祭で〈駄菊打官司》がグラ γプリを獲得し)80年代後半から90年代にい

たる中間決磁のニューウェーブは〉 ローカノレ映画から脱して思際映画の一翼を

担う存在として脚光を集めた観さえあるO

しかし，こうしたニューウエープ作品が国際的な声望を高めれば高めるほど，

中霞i決函「らしさJから遠ざかるように感じることがないわけでもなし、。これ

らの作品は，中国の観客と市場を対象としたローカノレ映画で、はなく，ハリウッ

ドやヨーロ γパの状回作品のように，世界を市場とした共通の理解可能な土俵

で享受される国際侠留に変貌したのだろうか。だとすれば，すでに80年に及ぶ

麗史を有する中国映画の歴史的系譜の中で， これらの作品ははたしてどのよう

な位霞を占めるのか。また，いわゆる第5世代の監督たちが，前4世代に対し

て自らを識別する指標は，中国映画「らしさJとの訣別と言えるのか。さらに，

そもそも中国映酪「らしさ」という設定自体が，存在するはずのない虚像なの
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か等々，考慮すべき問題は多い。

本稿では3 近年精力的に企留された中国映画のIill願上映の成果(1)を踏まえ，

今誌の新しい流れの諸作品を評価する上での問題点を採り，に!こ1悶映画作品の歴

史的系譜を考察することにより，中国映廊の史的考察を行うための視点を多少

なりとも得たいと考える。

2. 中国映画「らしさjとは

今日の新しい流れの作品を表現する区分としてp 第5"止代という括り方が用

いられることは，すでに知られている。中国吹田の作者群を3 通史的に4分類

に分け，従来の映画作家たちを4つの世代に区分し，その上で、80年代の新人た

ちを第5世代と位置づ、ける O いまここに，煩雑を恐れずその概!日告を援活1すると，

次の通りである(2)。

第1世代:時期的には1905年から1949年まで‘の!監督たち。この第1世代は，中

国映聞の萌芽期(1905""""1937)とそれ以降の発展Jmとに区分けされる。萌芽
期の監督としては，張石)1[，鄭正秋から洪深などまで、を含む。発展郊の監督

としては，茶楚生p 孫瑞，程歩高3 沈西苓，実牧之，朱芯l麟p 史東!よl，費穆

など，そして田漢まで包括する。

第2世代:時期的には1949年から1956年まで、。代表的な監督としては，沈浮，

石揮3 欝君里，揚暁丹，桑弧などO

第3世代:1957年から1975年まで、。代表的な監督は3 謝晋，謝鉄!麗，謝添，握

提，;愛子風などO

第4世代:1976年以降。監督は，呉天明，張援4侃呉飴弓，興H間天，演{建中，

胡柄趨などが揺られる。

第5世代:1980年代に作品を発表するにいたる新しい監督たち。具体的には，

探鉱歌2 張芸謀，沼J仕壮，張草創，呉子牛，張沢fl鼠寅{建新などを指すこと

が多い。

自明のことであるが，この分類は第5世代を括りだすためのものであり，前

4世代に対する分析が十分ではなし、。かつて中国映画の最も権威ある通史と信

じられた《中国電影発展史》の時期区分と比較するとり)， ~中国電影発展史〉は，

「進歩的映画Jが逆境や順境の交替の中で主流として存在し，ついに人民映画

の誕生にこぎつけるとの「発展論Jに対し，このitt代論は，第5i世代と前4世

代を戴然と区画する意欲は示すものの，作風上の明瞭な実体を示すとは言えな

し、。
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しかし，近年の中国l氏自研究では， ，-進歩的政関JI中心主義が根強く残るも

のの〉少しずつではあるが作品そのものと制作システムに目を向けて，映画制

作の歴史を見つめ直す機運にはある。たとえば)1983年9舟1日から17日まで，

l中国電影資料宣告が11制捜した 120-40年代中国電影回顧」は， ζのIl寺JVJの43作i誌

を集めて行う中!@建国後初の試みであったがきここで中国電影家協会主席の夏

桁は「“五回目 運動以来の進歩映画の伝統こそが中国映商の主流である」と述

べ，その前年の1982年にイタリアのトロノで、開かれた中国映画回顧展で、の1930

年代一作15もへの絶賀を批判する O しかし一方で‘は，共産党が峡間制作に関与する

こととなった1932年から1949年までの17年間と， 1949年から1966年までの17年

間とを等分に評定するべきことを訴え，さらに共産党グルーフ。以外の映画人と

の協力の中でi決闘が制作されたことを強調するのであるい)。

哀桁が否定的に評したトリノでの中国映画回顧展に参加してp 中国映i習の輪

郭に触れた日本の映画評論家佐藤忠男も，それ以降中国映画史の黄金期を， (1) 

1933年から1937年まで， (2)1945年から1949年までの2回，と主張する(5)。 さら

に中国においても，王雲鰻〈中国電影芸術史i格》などが，やはり次のとおり中

間映画に 2自の高潮期を認める方向を打ち出しているO

「かりに30年代 (1930-1937)を中国映画芸術の第1の高潮期と見るならば，

抗自戦争終結後(1945-1949)の上海には，中国映画芸術の第2の高潮期が

出現したと言える

このように見ると，先の 5世代分類で第 liit代と括られる時期にこそ，中国

i決路の最も翠・やかな作品創作の活力が存在していたことになるが，さらには第

2世代と分類される主主督の主たる作品制作も，突はこの第2の黄金期にあるこ

とが知れるのである。

そこで2 次にこのこつの高潮掲の作品を検討することで，中露映画 fらし

さ ることにしたい。

3. 1930年代作品の類型

1930年代の映画作品を考察する場合，二つの大きな映画制作会社の存在を抜

きに諮ることはできなし、。一つは明星影片股傍有限公司で、あり，いま一つは聯

華影業製j十有限公司である O

明星は，中国映画の創始者として名を残す鄭正秋と張石)11を中心に， 1922年

3月に設立された。当初〈労工之愛情}(1922)などのドタバタ喜劇に始まり，

《弧児救祖記)(1923)のヒットを経て，才子佳人物の家庭露uメロドラマや中国
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版チャンパラ映画の《火焼紅蓮寺}(第1集1928"-')のヒット作などを制作し

たが， 30年代に入りマ Yネジズムと経営悪化による再建が迫られ，夏桁?銭杏

邸，巽!i伯奇らの共産党i決酪小道1の参加を得て社会派fF:j誌を生み出すこととなっ

たのである。

一方の聯華は， I決図書2給の華北電影公司を経営していた続明佑が，経営危機

に瀕していた梨民倖の民新影片公司と呉性栽の大中華i3'合影片公司，そして但

杜宇り経営するモダγ派の上海影戯公可とを合併吸収して結成したのだった。

第1作に，アメリカ留学帰ワの孫1誌を監督に起用し， <i!京都春夢}(1930)を民

新との合作の形で制作して以来， i国産映画の復興Jを旗印に次々と新しいス

タイノレの作品を生み出しp 玩玲玉や察末日新J，王人美などの人気女優を張出して

し、7こ。

こうした2大映画会社を軌に生み出された数々の作品には，それぞれの会社

ごと，あるいは相互に絡み合う形で，し、く種類かの類裂を見出すことができる

ように思う。

明星の作品では，もともと文明車!との劇団との関係が強かった関係からp 文明

戯が得意とした家庭悲麟のタッチが色濃く残されているし， 20年代I決翻の主流

でさえあったこの種のメロドラマは，女性の苦難をij~h とした悲劇としづ色彩が

濃淳である O たとえば， {ー串真珠}(1926，李沢源監督，長城百iJ十公司配給一

以下作品名の後は，制作年と監督名〉などではp 虚栄心から没落を味わう夫婦

を教訓的に措くが，その苦難を耐え忍ぶのはあくまでも主婦の側に重点があるO

しかも最後は丸く収めてしめくくるところなど，やはり家庭悲劇式メロドラマ

の一形態、と言えよう。明星の中心的監督を務めていた張石川が述べた3 次のこ

とばがこの種のメロドラマの性格を如実に物語っていよう。

「奥様やお嬢様に涙を流させないと，満足してもらえず，映画がつまらない

と言われる O しかし，話があまワに酷く，生き別れか死別〉一家離散の結末

ではp 辛い思いをさせすぎて見てはもらえない。泣くところはたっぷり泣い

てもらい，笑うところは心置きなく笑ってもらう。こうでなければ新作が出

来ても，奥様やお嬢様は先を争って切符を寅ってくれない。J(7)

そしてもう一つの型として，貧しい庶民の哀感を描いた作品をあげ、ることが

可能だろう。今日保存される最も古い作品である《労工之愛情}(1922，張石

)11)では，文明戯の演技様式が窺えると同時に，この庶民生活の人情話的性格

も潜ませている O さらにはp 共産党映題小組が参加した後のいわば社会派作i翠!

の中にも，こうしたタイプは連絡と引き継がれているのである。トーキー移行
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JUJで北京語 (1盟諸〉のできる俳優が少ない中，対話の妙味を聞かせた貴重なれ三

品である《新i日上海~~ (1936， ~~k歩高〉を筆頭に， {十字街頭~ (1937，沈間苓〉

や《馬路天使}(1937，索牧之〉なども貧しい庶民の心意気や潔さをまたる倫

泊;観としていよう。

これに対して聯撃は，比較的リアリズム的手法により社会的矛盾や不公正を

詮祝する作品と健康的な生活詔歌裂や青春物の作品にp その持味を発揮してい

ると見ることができょうか。サイレント時代では庇玲玉主演の《小玩意)(1933， 

孫聡〉や OI!l女}(1934，呉永岡IJ)などは3 貧しさと社会の不合理ゆえに追い

込まれる悲 4惨な生活を比較的リアノレに再現した作品で、あるし，努荊]を主役に

据えた《火山情血}(1932，孫稔〉や《体育皇后>>(1934，孫稔〉などは，社会

性を込めながらも明朗な背春像が躍動する作品で、ある。

もちろん明星の作品が，必ずメロドラマ裂であるわけではなく，逆に聯華の

作品が常にリアリズムなのでもない。明星に夏街らが参加した後の，たとえば

胡蝶主演の《脂粉市場>(1933，張石)11)などは，没落した家庭を支えるため

にデパート勤めをするヒロイ γに同情の涙が向けられるものの，女性の自立劇

としての社会性をも備えている。同じく夏桁がγナリオを担当した〈春蚕》

(1933，程歩高〉などは， ドキュメ γ ト風の演出を取り入れて現実感を高めた

リアリズム映画となっている。

聯芸者の〈桃花泣血記)0931， ト高蒼〉などは，紅涙をしぼらせるメ

ロドラマ裂であるし，かつて岩崎穏に中間決闘を激賞する契機を与え， 1935年

のそ久クワi決画祭で栄誉賞を獲得した《漁光由>>(1934)茶楚生〉も，多分に

メロドラ?臭さを深わせてし、る。議耳:作曲の主題歌が録音されるサウ γド版の

く1934，孫議〉などは，男性美を漂わせる青春群像物ではあるが，貧し

い庶民の正義感や一体惑をイ合理的な柱。とした作品とも言えるのである。

このように1930年代の第1の高潮期の作品を，いくつかの類型として把握し

てみると， r進歩的i決国jが主流とだけ規定する視点よりは，その作品群の実
像をいま少し明瞭にしうるし，中国映画[らしさjもし、くぶん輪郭が見えるの

ではなかろうか。

次に 2 第2の高潮j引と言える第2次大戦後の詩作品を見てみよう。

4. 第2次大戦後作品の典型

この時期も， 2大i決画会社を軸に展望することが可能だろう。一つは昆矯影

業公司であり，いま一つは文華影業公可である。
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昆揺は，戦後1946年に上i告に復j吊した|場翰鐙，茶楚生，史東111らが，かつて

の聯華影業公司の復興を目指して結成した聯立11::影芸社ム長年i則自宣言経営に携

わっていた夏雲瑚らが設立した昆掛影業公司とが合併してできた会社で、ある O

聯華影芸社はp 合併前からすでに《八千.m路雲寺I:!)jy (1947，史東lよ1)などの
制作に着手していたが，合併後にはIニドi主11決回史上で記録的な観等動員を達成し

た(8){一江春水向東流}(1947，茶楚生・実s君盟〉で，その名声を確立していた

のである。続いて，アメリカの映画研究家のジェイ・レイダがかつて高く評価

した(9){万家灯火}(1948，沈浮〉や《麗人行)(1949， I凍鰐!庭λ(1詩鴻与麻雀》

(工949，葉ii君里)などの作品を世に問うてゆく。

こうした作品群を生み出した嵐掃の特徴は，その設立の経緯からも推測でき

るように3 かつての聯翠の系譜をヲ!く社会派リアリズム作品と見ることが一般

的であるO また《中国電影発展史》などの記述でも， 1-戦後進歩i決踏の基本陣

地Jと位置づけられ，大きな紙!揺が割かれている O ただ，その作品を仔ま!llに分

析すれば，必ずしも新しい独創的な手法ばかりではなし、。《一江春水向東流》

などは， 日本の侵略に始まる上海の若夫婦のたどる遍歴を社会性を重視しつつ

措くが，その中には夫の帰りをじっと待つ妻の姿があり，これはかつて明星が

得意とした紅涙をしぼらせる家庭メロドラマの型を想起させるものでもある。

また，イタリア映i菌のネオリアリズムに比肩される《烏鵜与麻雀》にしても，

財産処分に狂奔する国民党系役人の腐敗を風刺する点では社会派ドラマである

ものの，全編を貫く手法はかつての庶民的人情話の類型であるO

一方の文華は3 かつて羅明佑とともに聯華を運営した呉性栽が，単独で設立

したものである。全部でお本の作品を制作したが，芸術性に重点を置いた制作

のため，当時の学生や知識人には大きな影響力をもったが，必ずしも

傾斜することはなかったため，先の《中国電影発展史》などの評価は芳しくな

い。 たとえば文華の監督の一人，桑弧のこの当時の創作に対して，次のような

評を下している。

「桑弧はこの当時， {傾鳳虚嵐》を創作して社会生活への一定の不満を反映

させたものの，彼のこの時期の創作を全体として見るならば，その主たる興

味はいまだ小資産階級の感性と狭い世界に眼定されていた。全国解放の後，

新しい生活が彼の視野を広げ，これによって初めて，桑弧は大きな転機と進

歩を迎え，優秀な作品を生み出すにいたるのである。J~q

このような文華の作品は，二つの類型に分類できるだろうか。一つは，紙密

な心理描写が今臼でも驚嘆させられる《小城之春}(1948，費穆〉を初めとす
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る芸術性の高い作品。そしていま一つが，この文悲の特徴であると同時にp こ

の i埼:~VJの作品の典型とも言える都市小市民的ラプコメディである。たとえば，

前出の築弧が監督し， 1.長愛玲がシナリオを執筆した《太太万歳>)(1947)など

は， {結婚哲学~ (1924)で知られるアメリカの監督、エノレンスト・/レピッチの手

法を完全に体得した， ソフィストケイティッド・コメディに仕上がっている。

またp 初老の退職校長と女性教師の愛を描いた《哀楽中年>>(1949，桑弧〉な

ども 3 従来の類型には見られない都会的で，かつ明朗で穣刺としたコメディで

ある。

以上に見た通り，第2次大戦後の中国映画第2の高潮期を作品の型によって

展望すると，文華の者13市小市民的コメディに大きな特質を見出すことになるが，

もちろんこの時期に他の優れた作品がないわけではなし、。 30年代以来連綿と続

く庶民的人清話風の型の中にも，この時期の傑作が見出せよう。たとえば，中

央電影製片廠の《街頭巷尾>>(1948，潜二子農〉は，師範学校の向級生がp 一方

は職に国り輪タクの車夫となり，一方は有名小学校の教師となり，この二人が

長屋の住民の応援で結ばれるラプ・コメディで，その基調はやはり庶民的人情

話ではあるが，泥臭さが抜けた潔く滋刺とした作品に仕上がっている。

ただ，この時期にしか見られず，そして高い完成度を感じさせる作品は，や

はり文撃の二つの系統と見てよいだろう。

5. 建国後中留映画への継承と喪失

以上に，中盟映画の二つの高潮期の作品を類別化して概観したが，これらの

類裂をいま一度整理すると，次の通りまとめることができょう。

A:紅諜をしぼらせる家庭露Hメロドラマ

B:貧しい庶民の人清話

C:社会派リアジズム作i詰

D:健全な生活謡歌型青春物

E:都市小市民的ラブコメディ

F:徽密な心理描写にたけた芸術派作品

この他，かつて明星がγリーズ化した

G:中図版チャンバラ快蕗の武侠片

を類型に加えもてよいし，文華が得意とした

日:文芸名作作品の映画化

も類型の列に加えておこう。
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それでは，これら建国前諸作品が築き上げた中国映画の類裂が，その後の中

華人民共和国の映画のに!コにどのように引き継がれ，はたまた喪失していったの

だろう。そして，それは現在の 5世代論と何らかの形で交錯することがあるの

だろうか。

先に触れた夏街の解放前の17年11司と解放後の17年/'1却を等分に手f{jJJjすべきとの

言や， I解放後の映画が解放前より優れているのは事実であるj糾との認識の当

否も，この継承と喪失の検証によって拐らかにしうることなのではあるまいか。

まずAの類型は，どうだろう。建居後の詩作品はp いわば革命闘争物が大勢

を占める趨勢にあった1960年代までは，このメロドラマ型は表向きは見出しに

くし、。しかし，いま少しiJ寺l習を下って見渡せば，例の世代論で第3世代とi玄分

される謝晋などは，この類型の見事な継承者と言えるのではあるまいか。彼が

監督した《芙蓉鎮}(1987)や《清涼寺銭戸T(1991)などは，今日に再生した
メロドラマの典型と言えるものである。

Bのタイプは， 60年代にも《錦上添花~ (1962，部添)や《七十二家5華客》

(1963，王為一〉などの佳作を生み，系譜を引き継いでいるのだが， 80年代に

も形を変え，現代的な生活を素材とした作品にも命脈を保っていると言えよう。

たとえば， {北京， t部早}(1990，張j愛好〉などは3 現代のパスの運転手
の転職願望をからめた庶民的人情話の世界であるO ただし，その庶民像はいさ

さか変貌を余儀なくされているとも見える。

Cのタイプは， Hの型と合体する形で、名作を生んでいる O この点に限って見

れば，先の夏街の言はまさに正確そのものであり，建国後の17年間には建国前

のいかなる時郊の作品よりも研ぎ澄まされたリアヲズム映画を生み出している

と言えよう c たとえば《林家舗子}(1959，水禁〉などは，社会主義リアジズ

ムの代表作と言える作品であり，聯翠のリアリズムは足元にも及ばぬ圧倒的完

成度を持ってし、る。

Dの類型は，数量とじて僅少ではないが，あまり成功した作品は多くなさそ

うだ。《女跳水隊員> (1964，劉国権)や《女飛行員~ (1966，成蔭・董克鰍〉

などp あれこれ制作されるが，し、ずれも伸びやかな青春讃歌とはなりえない。

むしろこれに対して，少数民族を題材とした作品に，この系譜が保たれている

と見るほうが妥当であるO たとえば〈五菜金花~ (1959，王家乙〉や〈府詩鳴》

(1964，部理〉などは，明朗で屈託のない青春愛情物語となっているO

Gの類型は，時代麟の世界ばかりではなく，現代ものである革命戦争を題材

とした諸~作品にp むしろ形を変えつつ命脈がつながっていると見るべきだろう。
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さてP こうして各類型ごとにフ建国後のにド国i決簡にそれぞれの系譜内が生き続

けているかを概観すると， EとFの類型を探すことにl沼難を感じざるをえなし、O

Fのタイプは，狂の文芸名作のj決闘化と関連して考えれば， しいてあげるなら

ば《早春二jヲ~ (1963，謝鉄麟)の心理葛藤表現の中に見出すこともできょう

が， Eの型はほとんど見出せないのである O 都市小市民の日常生活を背景に，

そこに生起する愛情や情J誌を軽妙に描くソフィストケイティッド・コメディは，

社会体制の変革とともに歴史の彼方に掃き捨てられてしまったということにな

るのだろうか。そうだとすれば，ここにこそ，建国後の中国l決闘が喪失した系

計まがあるとし、うことになるだろう。

6. まとめ

以上，中華人民共和国の建属前と建国後のi決酪作品を，し、くつかの類型に分

けて継承と廃絶の流れを概観した。ただし〉この作業はまだほんの初歩的な青

写真のようなものにすぎず，それぞれの系譜や作品群についてのより精綴な考

察を加えなければならないことは言うまでもなし、。また，中密映画の全貌を掌

握していない段階で，このような全体像に関わる展望を行うことも，はなはだ

危険なことではあるかもしれなL、。しかしそれでも，一応の青写真をスケッチ

しうるならば，その上で各細部を詰めるための見取り図くらいの役には立つの

ではないだろうか。

前出の佐藤忠男は，越丹と孫道路との演技のスタイノレを論じた中で，中国映

画の革命前と革命後の民衆像について，次のような感想を記しているO

「革命前の中国映簡と，革命後の中国映画とを比較してみると，古い中間挟

踏の誌うが善良な弱者に対して向情的であち〉そのために'情味がこまやかで

あっすらと言えると思う。革命後の中国映画は，善良な弱者としづ存在を否

る方向(/こ遮二無二進んできたQ 民衆は虐げられてただ泣いているのでは

なく，力強く立上がって，圧制者に反抗し，勝利するのである。歴史の大き

な流れとしてはこれは正しい認識であろうが，これが行き過ぎると 3 民衆は

みんな正しく強く英雄的になり，人間誰しもが持つ弱さや悲亥が消えてしま

う。J将

一つの類型として見た場合，ここに述べられる庶民像の変遷は，ある程度妥

当性を持っと言えるだろう。しかし》本稿で、考察を試みた通弘中国映画の他

の類型をも視野に入れて分析を行うならば，こうした左翼教条主義的傾向に向

かう性格だけが革命前と後との主要な相違点ではなく，より大きな喪失と桔違
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は，むしろこれより別の系統に見られることが判明するはずである。この相違

と相同の関係~ì，もっと多角的に検討-されるべき問題なのである。

このためにも，木稿で試みた類型別の分析と考察とは〉あながち無意味なこ

とではないように思うのである。

注

(1) 中間決闘の回顧上映は，東京国立近代奨術館フィノレムセンターの主後で，第 11羽が

1922年-----1952年の悶の43fFI品を1985年7)~ 20):=1から 9月29司まで上映。第2)illが， 1932 

年.--....-1964年の問の作品，特に1953年以後の25作 i誌を I宇!心 ~fr.)一部前回との重複を含み

1930年代40年代の作品目数本を合わせて計39作品が1987年10月17日から12月初日まで、上

映された。また第3自として) 1992年10月 171ヨから1993年 2)~141ヨまで， r孫聡獄替と
上海映画の仲間たちj として《武訓伝》を合む36作品が上i決された。その上映作品とデ

ータについては，同フィノレムセンタ一発行!IFC.JJ84号， 88号， 91号にそれぞれ詳しし、。

(時 5世代の分類については，張徳明「第5世代!監督の継承と創意J(Ii'イメージフォーラ

ム!No. 103 ; 1988年11月増刊号〉の記述に基づく。

(3) {中国電影発展史》程季華主編。第 1 巻，第 2 巻とも~~こ中国電影出版社よ 'J 1963年2

月初j氏 1980年8刃再版。その時期底分は，次の通りであるO

1.中国映画の発展と萌芽期

(1)鴻芽期 (1896，，-，1921) /(2)混乱中の発展期 (1921'""-'1931)

II.共産党指導下の中国映画文化運動

仕)左翼映画運動の開始とその成果(1931-----1933)/(2)泥博中の戦い，デm練中の潜行
(1934'"'"-'1935) /(母国防映画運動の新段階 (1936'"'-'1937)

m.進歩挟酒運動の新段階と人民映画の興起
(1)抗自民族解放戦争への服務(1937，..__，1945)/(2)人民民主革命の最後の勝利のための

関争 (1945'"'-'1949) /(3)人民映画の輿起と成長 (1938'"'-'1949)

(4) 夏街「在日二十一四十年代中国電影回i項目閉幕式上的講話J((新文学史料 1984年 l

期所収)p.27 -----p. 29 

(5) 佐藤忠男 f中国快函の黄金時代主暗黒時代一ーまえがきにかえてJ(性藤忠男・刈間

文俊 T上海キネマポート一一匙る中国映画』凱風社 1985年12月所収〉

(司王雲擦《中国電影芸術史略}(中国隠際広播出版社， 1989年11月，北京)p. 29 

(竹何秀君「張石)I1和明星影片公司J({文化史料〉叢刊第1輯所収， 1980，文化史料出版

社〉。ここでは《中国電影家列伝》第1集 (1982，中国電影出版社)p. 224 "張石)11"

の項の記述によるO

(8) 1948年1月11日上海《正言報》の統計では， 1947年10汚から1948年 1月まで連続3ヵ

月余のロングラン上映を行い3 観客動員数は延べ712，874人に達したという。ここではp

《中国電影発展史》第2巻 p.222の記述によるO

(9) Jay Lay仁la，Dianying Electric Shadows--An Account of Fil1nsα7ld the Film 
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Audience in China (The MIT Press 1972)で》 レイグは次のように述べるO

「この作品((万家灯火))は，明らかに重要な成果である。著名な《一江春水|持東流》

より，シナリオとしても演出としても，より良くより一貫性のある作品と考えるoJ

(p. 169) 

ω 程季:U~主編《中国電影発展史) (中国電影1:1:¥版社， 1963初版〉第2巻 p. 270 
~D 注(4)にj司じQ p. 28. 

~ 佐藤忠男《二枚 1~ の研究一一一俳優と文明) (1984，筑摩醤房)p. 215 

(文教大学〉
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